
令和２年度 BIMを活用した建築生産・
維持管理プロセス円滑化モデル事業

検証する定量的な効果とその目標

代表応募者
共同応募者
事業期間
提案者の役割

プロジェクト区分
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BIM受渡

BIMに限らない
データ受渡

※着色部分が検証対象

【業務内容】

【データ受渡】
※着色部分が検証対象
※記載文字は実施主体を示す

BIM作成・活用

検証・課題分析等の全体概要

分析する課題 応募者の概要

検証の対象

プロジェクト概要

Life Cycle BIM

・引渡しプロセス（設計施工連携）：施工段階の工務作業時間削減 15％
・維持管理フロントローディング（維持管理BIM）：竣工後運用準備作業時間削減 50％
・建設プロセスの情報管理による効率化（ライフサイクルコンサルティング）：

プロジェクト運用労務時間削減 10％

様々な主体がBIMを通じ情報を一貫して利活用するワークフローによる
①設計施工連携、②維持管理BIM作成、③ライフサイクルコンサルティ
ング業務の検証を通じ、日本の強いものづくりをさらに強化するととも
に、発注者にメリットをもたらす建築情報のデジタル化を目指す。

設計施工連携
・組織間データ連携手法・ソフト間データ連携手法・データ連携契約
維持管理BIM作成
・維持管理BIMの運用での利活用イメージの普及
・維持管理BIMのデータから、付加価値を作る手法
ライフサイクルコンサルティング
・公共施設であることを活かした価値創出と効率化
・多棟管理することで生み出されるさらなる効率化

株式会社日建設計
清水建設株式会社
令和２年度内
設計者・施工者

新築
既に実施済

庁舎
地上５階地下１階
約14,500㎡
S,SRC

設計
（設計BIM作成・活用）

維持管理
（維持管理BIM活用）

ライフサイクルコンサルティング

企画
基本計画

維持管理BIM作成

設計意図伝達・工事監理

日建設計

日建設計

日建設計

日建設計

施工
（施工BIM作成・活用）

清水建設

標準ワークフローのパターン：②

株式会社日建設計
清水建設株式会社
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Life Cycle BIM 株式会社日建設計
清水建設株式会社


